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技術トレンド情報業務紹介

分析機器の組み合わせによる有機物の推定
　企業の方から「加工工程で製品に汚れが付いてしまったが、原因がわからなくて困っている」という相談を受けることがあります。
こうしたときには、汚れの成分を分析して、既存データの中から合致する物質を探しますが、一つの検査だけでは分からない場合も
あります。今回は、分析機器を組み合わせて、汚れ(有機物)を推定する方法を紹介します。

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 基盤技術課 化学・環境担当　TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497  E-mail：kankyo@kptc.jp

 赤外分光による方法

　汚れ(有機物)の主な構成物質を調べるために、一般的に
行うのがフーリエ変換赤外分光光度計（FT-IR）を用いたIR
スペクトル測定です。これは、物質に赤外光を照射し、透過
または反射した光を測定することで、試料の構造解析を行
うもので、そのデータをライブラリ検索によって既存データ
と照合し、一致する物質が何かを調べます。
　（このとき、試料に含有される可能性のある物質が生成さ
れた条件（使用環境や製造工程等）が把握できていると予
測しやすくなります。）
　FT-IRにより得られたIRスペクトルは、基本的に測定した
試料の全ての構成物質のスペクトルの重ね合わせで出力さ
れるため、必ずしもIRスペクトルだけで見当がつくものばか
りであるとは限りません。例えば、図1に示す有機物試料の
IRスペクトル測定結果では、ライブラリによる検索結果でポ
リエチレンテレフタレート（PET）がいちばん一致度の高い
ものであるとの結果になっていますが、ライブラリでは
2700～3000cm-1の部分には大きなピークが検出されて
いない一方で、試料では2本のピークが顕著に表れていま
す。この結果は、未知の物質の可能性も勿論あるのですが、
測定に用いた試料が単一物質で構成されたものなのか、複
数の物質が混在したものなのか不明な場合、これ以上のこ
とはわかりません。

 熱分析による方法

　この試料が単一物質で構成されているのかどうかを調べ
るには、様々な方法がありますが、比較的簡便な方法の1つ
が熱分析です。熱分析には、示差走査熱量測定（DSC）、示
差熱・熱重量同時測定（TG-DTA）等があり、DSC及びDTA
では試料を構成する物質の融点を、TGでは熱分解挙動を
調べることが可能です。
　図2は、同じ試料のDSC測定により得られたサーモグラ
ムです。サーモグラムとは、測定試料への熱の出入りの温
度依存性を示す曲線です。単一物質で構成されている場
合、サーモグラム上で観測される融点に起因する吸熱ピー
クは1つだけになるのですが、このサーモグラムでは2本の
吸熱ピークが観測されています。この結果から、この試料が
融点の異なる2種類の物質により構成されていることがわ

かりました。
　そこで、DSCによって測定された融点と、図1のIRスペク
トルの検索結果とを照らし合わせると、図2において250℃
付近に検出されている吸熱ピークは、ライブラリ検索にお
いて一致度の高かったPETに起因するものであることが推
定されます。一方、125℃付近に検出されている吸熱ピーク
は、FT-IRにおいて2700～3000cm-1の部分のスペクトル
形状の差異をもたらしているものと考えられるため、パラ
フィン系化合物の可能性があり、その中でも125℃付近に
融点を示すのは直鎖型低密度ポリエチレン（LLDPE）である
ことから、この可能性が高いことが推定されます。
　このように、熱分析により融解挙動の他、熱分解挙動を評
価することでも構成物質の混在状況を把握し、FT-IRによる
測定試料の構成物質の推定の精度を向上させることがで
きます。

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 応用技術課 食品・バイオ担当　TEL：075-315-8634  FAX：075-315-9497  E-mail：ouyou@kptc.jp

図1　有機物試料のIRスペクトルとライブラリ検索結果

図2　図1の有機物試料のDSCサーモグラム

機能性食品（保健機能食品）
　機能性を表示することができる食品は、これまで国が個別に許可した特定保健用食品（トクホ）と国の規格基準に適合した栄養機
能食品に限られていましたが、2015年4月より新たに機能性表示食品制度が始まりました。これら機能性表示が可能な食品を、スー
パーやドラッグストアなどで見る機会が増えてきましたので、その概要について紹介します。

 機能性を表示できる食品

　食品は医薬品と区別するために、通常は機能性や効果を表
示することはできません。しかし、健康増進を目的とした特定保
健用食品、特定の栄養成分の補給のための栄養機能食品や、
更に2015年4月より機能性表示食品が、健康増進法等で機能
性を表示できる保健機能食品として認められています（図1）。

 ①特定保健用食品

　特定保健用食品は、血圧、血中のコレステロールなどを正常
に保つことを助けたり、おなかの調子を整えたりするのに役立
つなどの特定の保健の用途を表示して販売される食品です。
特定保健用食品として販売するためには、製品ごとに食品の有
効性や安全性について審査を受け、表示について国の許可を
受ける必要があります。また、特定保健用食品の審査で要求し
ている有効性の科学的根拠のレベルには届かないものの、一
定の有効性が確認される食品を条件付き特定保健用食品と
し、それぞれには、許
可マークが付されて
います（図2）。
　1991年の制度開始
以降、1,093件（2017
年6月21日現在）が許
可されており、
「難消化性デキ
ストリン」と「オ
リゴ糖」を機能
性成分とする
もので約半数
を占めていま
す（図3）。

 ②栄養機能食品

　栄養機能食品とは、ビタミンなどの特定の栄養成分の補給
のために利用される食品で、栄養成分の機能を表示するもの
をいいます。
　対象食品は消費者に販売される容器包装に入れられた一般
用加工食品及び一般用生鮮食品で、定められた食品表示基準
に基づき表示がされています。現在、ビタミン、ミネラル及び
n-3系脂肪酸の基準が決められています。

 ③機能性表示食品

　機能性表示食
品は、機能性を分
かりやすく表示し
た商品の選択肢
を増やし、消費者
が商品の正しい
情報を得られる
ように、2015年4
月に、新しく始
まった制度です。
特定保健用食品
は国が個別に許
可した食品ですが、機能性表示食品は企業の責任で科学的根
拠を基に商品パッケージに機能性を表示できる食品で、消費者
庁への事前届出制となっており、制度開始後、既に1,054件
（2017年8月14日現在）が届出されています。特定保健用食品
同様「難消化性デキストリン」が最も多く登録されていますが、
特定保健用食品では少なかった「γ-アミノ酪酸(GABA、ギャ
バ）」や「ドコサヘキサエン酸(DHA)・
エイコサペンタエン酸(EPA)」も
多く見られます（図4）。届け
出された機能性表示食
品は、その機能性と安
全性に関する情報が消
費者庁のホームページ
1）に公開されており、誰
でも確認できるように
なっています。

図２　許可マーク

（機能性表示食品検索サイト）1) https://www.fld.caa.go.jp/caaks/cssc01/

図４　機能性表示食品の機能性成分別
届出割合

図１　機能性食品（保健機能食品）

図３　特定保健用食品の機能性成分別許可割合
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